
 

 

 

 

第 4 次亀岡市総合計画～夢ビジョン～ 

 

進行管理の概要 



○市民と行政が目標を共有し、協働で取り組む「まちづくり計画」 

○行政政策において最も基本となるもの 

 

１ 総合計画の進行管理とは？ 

 

 平成 23 年 1 月に策定した「第４次亀岡市総合計画～夢ビジョン～」は、 

 

 

                                            です。 

 

 「進行管理」は、この総合計画を着実に進めていくための仕組みであり、総合計画に係る事業の「進捗管理」や「評価・査定」を行

います。 

 前期基本計画の進行管理に当たっては、毎年度その進捗状況を把握・検証するため、事業評価を実施し、その結果の公表等を通じて

情報を市民と共有し、説明責任を果たします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 進行管理の目的、方針、具体的な方法 

○予算に反映される、本当

に効果のある仕組みに！ 

○市職員の成長につながる

仕組みに！ 

どのような進行管理システムにするか？ 

○市民が参加し、ともに計

画を進める仕組みに！ 



 今回の取組は、これまでの取組や成果を生かしつつ、「市民との情報の共有」「市民との協働」による亀岡市独自の「新しい進行管理

の仕組みづくり」に挑戦するものです。また、この仕組みをより良いものにしていくため、適宜・適切に見直しを行うことで「成長す

る進行管理の仕組み」とし、次の 3 つの目的、そしてその方針、具体的な方法で進めていくものとします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪効果・実行性≫ 

 

（１）効果・実効性のあ

る仕組みをつくる 

≪市民参画≫ 

 

（２）総合計画を市民と

ともに推進させる仕

組みをつくる 

≪人材育成≫ 

 

（３）人材（職員）の育

成につながる仕組み

をつくる 

進行管理の目的 進行管理の方針 

① 事業査定の結果が、予算編

成方針や予算査定に反映され

る。 

② 客観的に評価でき、市民に

わかりやすい。 

① 市民が評価に参加（意見を

提示）する。 

② 課題の解決に向けて、市民

と行政がともに取り組む。 

③ 結果を広く公表・広報する。 

① 調書作成に係る負担を大き

くせず、深く考える仕組みに

する。（量よりも質を重視） 

② 常に「市民にわかりやすい

表現」を意識した資料づくり

に取り組む。 

① 事業査定を予算査定と切り離し、必要性・

優先度の高い事業を明確にする。 

② 評価・査定事業を選定し、市長・副市長ヒ

アリングを実施する。 

③ 事業査定を先行させ、結果を予算査定に反

映するスケジュールとする。 

① 評価・査定事業について、ホームページ等

で市民の意見を募集し、総合計画審議会進行

管理部会から意見・評価を得る。 

② 広報紙やホームページ等を通じて市民等に

評価結果を広く公表・広報する。 

①  調書は、可能なかぎりシンプルなものとし
て、一つひとつの記載を熟慮して行う仕組み

にする。 
② 公表を前提として、市民にわかりやすく表
現された調書をめざす。 

③ 施策に対する考え方を養い、アピール力を
高めるため、担当職員が直接、市長・副市長
とのヒアリングを行う。 

進行管理の具体的な方法 



３ 総合計画全体の推進 
 総合計画全体については、Check（評価）の結果を次年度の政策形成（P）に生かすというシンプルな PDC サイクル（循環）で進め

ていきます。 

 

■総合計画の新しいサイクル（PDC サイクル） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Policy 

Investigation 

（政策形成） 

Do 

（執行） 

Check 

（評価） 

 

目標に向けて事業を

執行します。 

事業の進捗状況の確

認と、次年度へ向け

た事業査定を行いま

す。 

 

check（評価）の結果を反

映して、政策形成を行いま

す。 



４ 進行管理の事務の概要 
 今年度では、執行してきた事業について、「（１）進捗管理」と「（２）評価・査定」を実施します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）評価・査定 
 

 進捗管理の対象となる約 400 事業のうち、次のような方法で

選定した 30 事業 

 

①  まちづくりの重点事業（重点事業   ：10 事業） 

②  無作為に抽出した事業（無作為抽出事業：10 事業） 

③  主管部が選定した事業（主管部選定事業：10 事業） 

 

 

 今回、公開する調書の①～⑦の内容に基づき、市民の皆さん

からの意見募集・総合計画審議会（進行管理部会）の評価を行

い、市長・副市長のヒアリング・事業査定を経て、次年度以降

の政策形成（予算づくり）に反映します。 

 

（１）進捗管理 
 

 総合計画の前期基本計画（5年間の計画）に位置づけられ

ている全事業（約 400 事業） 

 

 

 調書の①～⑥で、設定した目標に対する進捗度を確認し

ます。 

 

※事業の対象を毎年変えて選定し 5 年間実行すること

により、約 400 事業全ての事業が評価・査定対象と

なります。 



５ 進行管理（評価・査定）の進め方 
 今年度の進行管理（評価・査定）は、概ね次のようなフローで進めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①評価・査定事業の選定 

②主管課による調書作成 

⑤調書の記載内容に係る市長・副市長ヒアリング 

③市民からの意見募集 

④進行管理部会（総合計画審議会）による評価 

⑥事業査定 

⑦結果の公表 

→事業査定の結果を記入した調書などをホームページ等で掲載・公表します。 

 


